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	緩和容積率
	適用制度
	特別割増し
	道路幅員≧最低幅員
	Ｋi
	ＫA

	
	
	□一般型　□市街地　
□再開発　□都心型　

□街区型　□ﾏﾝｼｮﾝ建替型
□長期優良住宅型
	□適用なし
□(　)適用
（Ｅ＝　　）
（面積　　㎡）
	≧
	（　　）
	（　　）

	
	
	緩和率計算

①Ｖ＝Ａ×ｖ×｛１＋（Ｓ／Ａ－0.1）×Ｋi×ｃ×ＫA×Ｅ｝＋α
※ｃ：Ｋiに乗じる係数
（一般型＝1.0、市街地＝a×3/4+1、再開発・街区設計型＝1.2、都心居住型＝3.0、ﾏﾝｼｮﾝ建替型＝1.5、長期優良住宅型＝1.5×（認定長期優良住宅建築等計画に係る住宅の用に供する部分の床面積の合計／建築物の延べ面積））（a：建築物における住宅の用に供する部分の延べ面積に対する割合（2/3を超えるときは2/3））
Ｅ：第５章第１の５(1)アにおける倍率（適用しない場合は1）
α：第５章第１の５(1)イからエまで又は同章第１の５(2)における床面積の合計
②要領第５章第１の４(2)における割増しの限度

	
	
	①
②
∴上記①、②より、最も値の小さい　　　　％を適用
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	備考
	


（注意）
1 18欄は、該当する公開空地等の種別毎に記載し、枠が足りない場合は、改行もしくは不要な列の内容を変えて記載してください。
2 19欄の適用制度は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。
また、マンション建替型又は長期優良住宅型の場合は、適用する制度のチェックボックスにも「レ」マークを入れてください。
3 19欄の特別割増しは、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。
また、適用する場合は、要領第５章第１の５のうち、該当する番号と、特別割増しする倍率又は面積を記載してください。

4 19欄のＫi及びＫAは、該当する数値を記載してください。

